
ここで紹介している 「訓練メニュー」 は、 あくまで一例です。 新しい 「訓練メ

ニュー」 を考えたり、自由に組み合わせたりすることで、自分たちに合った 「訓

練メニュー」 を計画することができます。

各 「訓練メニュー」 は単独でも行えますが、 複数の 「訓練メニュー」 を組み

合わせて行うことで、 より効率良く学ぶことができます。



歩き

体験を通じて感じたことを踏まえて、様々な防火防災訓練に取り組みましょう。

　様々な防火防災訓練に参加し実際に行動することで、 自分に何ができて何がで

きないのかを確認することができます。 自分でできないことについては、 まわりの

人にもしもの時の手助けをお願いしておきましょう。

　 高齢者など災害時に支援の必要な方がどのようなことに困るのかを

体験し、 相手に寄り添った支援や配慮の方法を考えることを目的とし

ます。
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　自力で脱出できなくなった人を発見した時は、大声を出してまわりの人に知らせて

助けを呼びましょう。 大声を出すことが難しい場合もあるので、 笛や防犯ブザーな

どを身に付けていざという時に使えるようにしておきましょう。
　ご自身に持病がある場合は、救護してくれる方にわかってもらえるよう防災手帳

（→ワークシート④ P.27）などを作成して、いつでも提示できるように持っておきま

しょう。
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よう、 防火防災訓練に定期的に参加しましょう。

・　災害用伝言ダイヤルについては以下のホームペ

ージに載っています。
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　隣近所や町会・自治会で、定期的に防火防災訓練を行ったり、地震時の行動につ

いて話し合ったりするなど、 災害時にお互いの安否を確認しあえる関係を作りましょう。

また、 話し合いの中で災害が起こった時に地域の「どこに」住んでいる「誰が」「どん

なことに困る」可能性があるのかを考えておきましょう。

搬送
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搬送

実際に使って、確認してみましょう。
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手助けが必要かをまわりの人に知らせる工夫をしておきましょう。
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